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Oxford　Artificial　Heart　Progranmie　：

　　Jarvik　2000　Heartの臨床治，験

齋藤 聡＊

　現在私は英国Oxfordにて心臓外科の臨床一般

および人工心臓の研究をMr．　Westabyのもとで

行っている．数年間の動物実験を経てOxford　Ar－

tificial　Heart　Programmeは，この一年間に大きな

発展を遂げた．本稿では，このOxfbrd　Artificial

Heart　Prog一の最近の動向について報告した

いと思う．

Continuous　Flow　Pump　Era

　2000年は植え込み型の軸流ポンプの発展におい

て，記念すべき年となった．ヨーロッパで開始さ

れたNASA　DeBacky　Micromed　Pumpの臨床は，

ヨーロッパ，特にドイツ，スイスに広がり，2000

年9回忌フランクフルトのEACTSではチューリ

ヒのProf．　Marko　Turinaにより，臨床治験として

ヨーロッパ全土でそれまでに50以上のポンプが埋

め込まれと報告された．一方，6月にはイスラエ

ルでNimbus　Pitsuburgl　Heart　Mate　IIの第一例目の

植え込みの報告がなされたが，残念ながら患者は

数日後死亡した．

　Jarvik　2000の米国でのFDAの正式な承認を得

た第一例目は，やはりテキサスにおいて2000年2

月Bridge　to　Transplantとして植え込まれた．植え

込みは成功で，この患者は3ケ月後にドナーを得

て移植を施行されている．

　一方，オックスフォードでのJarvik　2000の治

験は，2000年6月英国のMedical　Device　Agency

及び厚生省の承認を得て，心不全に対する恒久的

な治療を目的として開始された．一例目は62歳の

拡張型心筋症の症例で，すでに移植医から移植の

適応外と考えられていた重症心不全患者である．

詳細は2000年9月のLancet（文献1）を参照され

たいが，植え込みは成功し，現在までの15ケ月間

合併症なく経過しており，NYHA　Iで社会復帰し

ている．Jarvi：k　2000は構造上非常にsimpleで，

医者にとっても患者にとってもこのうえなく

user　friendlyである（図1）．その後オックス

フォードでは現在までに4例に植え込みが行われ
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＊東京女子医科大学付属日本心臓血圧研究所循環器外科 図1　Jarvik　2000　Heart，　Axiat　Flow　lmpeller　Pump
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ている．

　また9月にはMechanical　Circulatory　Supportの

SymposiumがNew　Yorkで開かれ，各種軸流ポン

プの臨床報告がなされた．この詳細はAnn・Thora－

cic　SurgのSupplementに掲載された．このように

軸流ポンプは3種目も2000年に臨床応用に入った

訳で，2000年は世界中で軸流ポンプの臨床が始

まった，いわゆる“continuous　fiow　pump　era”の幕

開けの年となったのである．

Jarvi　k　2000　Heart

　オックスフォードでの治験が他の施設でのもの

と大きく異なる点として，恒久的使用であると言

う事が挙げられる．そのため長期の使用に備える

必要が生じる訳だが，ドライブラインの感染と言

う合併症を最小限にするため，ドライブラインを

一般的な腹部皮膚から出すのではなく，頭部から

S㎞ll　Mounted　Pedestelを用いて外部に出すと言

う工夫がなされている．この方式は経皮的電源供

給がより簡便で，長期使用には有効な方法と考え

られている．オックスフォードでの第2例目は

2000年8月に行われた．多くの合併症で3ケ月後

に失ったが，ポンプ関連の合併症は認められな

かった．3例目の植え込みは2001年2月に施行さ

れ，この症例も問題なく現在までに3ケ月が経過

している．

　これら4例のJarvik　2000　Heartの臨床におい

て，術前，手術，術後管理を通して携わって来た．

動物実験で得られる知見も非常に大きいが，この

領域では一例の臨床例から学ぶ事柄は莫大である

と筆者は感じた．詳細は関連論文を参照されたい

が，Partial　Unloadingの概念のもと，　continuous

flow　pumpを用いながらも，あくまでもpUlsatili一一

tyを保つNative　Heartにもある程度の仕事をさせ

ると言う環境で，ポンプには循環補助を行わせる

と言う状態で術中，術後管理を行った．

人工心臓の恒久的使用

　このように新しいタイプの人工心臓の臨床治験

が世界中で進行中であるが，正式な人工心臓の恒

久使用は，私の知る限りArrow社のLion　Heart

Device，Abio　Med社製のAbiocor及びJalvik　2000

の3つだと思われる．Lion　HeartはドイツのBad

Oyenhausen及びPennsiluvamia　State　Universityです
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以下治験が開始され，Abiocorも米国で多施設共

同治験が開始される事となっている．

　オックスフォードでの治験の結果を含め，末期

心不全患者に対する人工心臓の恒久的使用の結果

を世界中が注目しており，今後実際的な治療とな

りうるのか否か，興味は尽きない．Mr．Westaby

も人工心臓の恒久使用について2001年のAHA

（American　Heart　Association）で招請講演を行う

事となっている．

Terumo　1mplantable　Left　Ventricular

Asssist　System　（TILVAS）

　このように植え込み型軸流ポンプは臨床応用に

移り，その臨床成績は世界が注目するものとなっ

た．一方，植え込み型遠心ポンプは次世代のポン

プとして注目され，オックスフォードでは
Terumo　lmplantable　Left　Ventricular　Asssist　System

（T－ILVAS）を用いて動物実験を行っている（文

献2），このポンプは本邦のテルモ社町の磁器浮

上型の遠心ポンプで，軸流ポンプやpurgeを必要

とする他の植え込み型遠心ポンプと比較して理論

的には恒久使用に最適と考えられる．

　テルモ社研究部との日英共同研究を行い，現在

までに良好な成績を得ている．このポンプも近い

将来臨床治験が開始され，この分野での初の日本

製のポンプとして，上記の軸流ポンプとしのぎを

削りあう事となると考えられる．

英国での心不全の外科的治療の現況

　世界的に人工心臓の技術は日進月歩で発展して

いるが，英国の心不全の外科治療の現状は未だ厳

しい状況にあると言って良い．心臓移植がこの中

核をなしているが，ドナー不足は本邦同様深刻で，

年間30000例の心不全患者に対して150例程度の移

植が施行されているに過ぎない．米国に比較して

極端にドナーが少ないのは様々な原因が考えられ

ているが，国民性によるところが大きいのではな

いかとか考える識者も多い．また政府は非常にコ

ストがかかるBridge　to　Transplantationを承認して

いない．このような状況下で人工心臓の恒久的使

用は，循環器の医師のみならず一般国民からも期

待が寄せられている．オックスフォードでの成功

例はこのような背景のもとマスコミに大々的に取

り上げられ，一例目の成功は2000年9月のTimes
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紙の一面を飾り，2001年2月にはTimes日曜版に

特集が掲載された．

ま　と　め

　オックスフォ」ドでのArtificial　Heart　Pro－

gr㎜eの現状と人工構の臨床応用の現況につ

いて記述したが，この分野は非常に競争が激しく，

各社がより良いdevice開発を目指している．こ

のような状況の中で恐らく数年以内にいくつかの

結論が出され，Pace・makerがそうであったように，

渾沌とした状況から数種類のdeviceに収束して

いくのではないかと思われる．

　筆者はこの時期にオックスフォードでこれらの

臨床及び基礎研究に直接関わる事が出来，非常に

恵まれた機会を得る事が出来た．恩師小柳教授及

び勝問田先生に感謝すると共に，少しでも本邦で

の研究にも貢献できれば幸いと考えている．また

一般心臓外科の臨床研修も平行して進行中であ

り，いまだ志し半ばである．今後とも広い視野と

深い洞察力を保つよう心掛け，今後ともより一層

の研鐙を積んでいく所存である．
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